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【202３年度第１学期学位記伝達式の様子】 

 

２０２３年９月２４日（日）、宮城学習センター講義室

にて宮城学習センター学位記伝達式を執り行いまし

た。 

２０２３年度第１学期は、宮城学習センターから教養

学部３６名が卒業されました。 

卒業生のうち、１名が全コースの卒業を果たされ、

「名誉学生」の称号が付与されました。 

本紙１頁では、卒業生からお寄せいただいたコメン

トをご紹介しておりますので、ご覧ください。 

 

X（旧Twitter） Instagram 

放 送 大 学 宮 城 学 習 センタ ー 

TEL（022）224-0651  E-mail miyagi-sc@ouj.ac.jp 

卒業生の皆さんの前途が幸多き

ものになるよう、心より祈念して

おります。 
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2023年度第 1学期卒業生からお寄せいただいたコメントをご紹介いたします。 

※お寄せいただいたコメントは原文のまま掲載しています。 

 

佐藤 之聡 さん 

 50 歳を目前に脳出血に倒れ、リハビリのため放

送大学を始め 15 年以上お世話になりました。囲碁

将棋サークルに入り、親切に声をかけていただいた

ことも楽しい思い出です。試験の時は、失語症と片

麻痺のため特別にご配慮いただき、何とか受験をす

ることができました。このたび卒業することができ

たのも、職員の方々の温かいサポートのお陰です。

長い間本当にありがとうございました。 

亀山 由美子 さん 

 コロナ禍でどこにも行けず、仕事と自宅の往復

の毎日でした。そんな時、放送大学の広告を目に

し、3 年次編入学しました。飽きっぽい私にとっ

て、勉強の習慣をつけることはまさに修行でし

た。フェイスシールドをつけながらの面接授業も

大変でした。途中で足踏みしながらも前に進み、

全部の単位が取れた時の喜びは言葉に表せないく

らいです。たくさんの人にこの喜びを体験して欲

しいです。 

匿名希望 さん 

 放送大学に入学を決意してから 8 年間私にとっ

てはとても長い日々でした。フルタイムで夜勤のあ

る仕事をこなし、この 8 年の間に義母と夫を看取

り、子供も小学生から大学生へと成長しました。そ

んな中でも特に楽しかったのは有名大学の先生方

が講義してくださる面接授業でした。また、いろい

ろな考え方も学びました。この場をお借りして御礼

申し上げます。ありがとうございました。 

谷津 美智子 さん 

 「いつの間にか、卒業の日を迎えることになっ

た。」というのが、率直な気持ちです。平成 16 年、

司書教諭の資格取得のために放送大学へ入り、その

後、心理学を学びたくて、「心理と教育」コースに

全科履修生として入学しました。学ぶことが楽しく

て、いろいろなコースの扉を開けて、気がつけば、

6 コース目の情報コースも卒業となりました。素晴

らしい先生方から、知らない世界へ誘っていただ

き、学友からは、様々なアドバイスを得て、本当に

充実した 20 年間だったと、放送大学に在籍できた

喜びをかみしめています。有難うございました。 
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正岡子規の「介抱」論 

 

放送大学宮城学習センター客員教授 加藤 由美 

 

私が担当する課外授業ゼミは「地域で自分らしく生きる」をテーマに、地域包括ケアシステムや地域

共生社会の切り口から考察しています。昨年は、補助テキストとして正岡子規の「病牀六尺」の一部を

取り上げました。本稿ではこれに基づき、子規が家庭における「介抱」（今の言葉で言えば「在宅ケア」）

についてどのように考えていたかを紹介したいと思います（「病牀六尺」からの引用は傍点を含め原文

ママ）。 

正岡子規は慶応 3（1867）年に生まれ、明治 35（1902）年にその短い生涯を閉じました。彼は若くし

て結核という病を得、そこに脊椎カリエスも重なって、晩年の数年間は寝たきり状態でした。「病牀六

尺」は子規の最晩年の随筆集です。この中で子規は「介抱」を論じる際に「看護」という言葉を多用す

るとともに、今日我々が「介護」と呼ぶ諸々の行為（例えば「病人の傍で看病しながら食物を調理する」

「蒲団が重たさうだと思へば軽い蒲団に替へてやる」など）も同じ文脈で扱っています。すなわち子規

の言う「介抱」とは、「看護」と「介護」を併せ持つ「ケア」の概念に包含されると考えます。 

死の２ヶ月前となる明治 35 年 7 月 16 日、子規は「死生の問題は大問題ではあるが、（中略）それよ

りも直接に病人の苦楽に関係する問題は家庭の問題である。介抱の問題である。（下線は加藤）」と記し

ています。彼の生きた時代、人が生まれ・療養し・死にゆく場所は「家庭」でした。子規が「介抱の問

題」は「家庭の問題」であるとした所以です。在宅ケアのあり方が人生の質（QOL）を左右するのは、

明治も令和も何ら変わらないのです。 

また、子規は次のようなことも述べています。「病気の介抱に精神的と形式的との二様がある
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

。（中略）

もしいづれか一つを択ぶといふ事ならばむしろ精神的同情のある方を必要とする。（中略）介抱人に同

情さへあれば少々物のやり方が悪くても腹の立つ物ではない（下線は加藤）」。この「同情」とは、今で

いう対人援助の基本的態度（傾聴、共感、受容など）に他なりません。ケアの知識や技術もさることな

がら、まずは相手に寄り添う気持ちや姿勢が不可欠であるという点が、現代と全く同様であることに深

い感銘を覚えます。 

面白いことに、当時すでに「家庭の事務を減ずるために炊飯会社
．．．．

を興して飯を炊かす」という先進的

アイディアが世に出ていたようで、子規は「それは善き考である」と大賛成でした。病人の居る家庭が

炊飯会社を利用すれば、家族は飯炊きにかける時間や労力を「精神的な介抱」へ振り向けることが出来

る、という理由からです。 

斯様に柔軟な考えの持ち主だった子規ではありますが、「介抱」は「女子」が一手に担うべきものとい

う当時の価値観が彼の中にも厳然として在りました。しかしながら、当時と今日の価値観の相違は一旦

置いて、ケアの本質を見極める視点で臨めば、家庭での「介抱」すなわち在宅ケアに関する子規の見識

は、百年余の時を経てなお示唆に富んでいます。価値観やシステムは時代とともに変化しますが、その

ような中で私たちは一貫して不変の事柄を見出し、大切にしていきたいものです。 

 

引用文献：正岡子規「病牀六尺」岩波文庫．1987．第 29 刷  
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宮城学習センターでは、10 名の客員教員が学習上の諸々の相談に応じています。 

学習相談の実施曜日・時間は、原則次のとおりです。都合により、日程の変更や休止する場合があります。 

相談を希望する場合は、事務室窓口又はメールにて学習相談申込書をご提出ください。学習相談申込書は

宮城学習センターウェブサイトよりダウンロードができます。 

相談時間は、原則 30分程度を目安としています。 

小原
お ば ら

 隆博
たかひろ

 

自然と環境 

／宇宙・地球物理学 

第 2・第 4水曜日  

13：00～17:00 

 

佐藤
さ と う

 伸
のぶ

宏
ひろ

 

人間と文化 

／国文学・比較文学 

毎木曜日 10:00～14:00 

戸島
と し ま

 貴代
き よ

志
し

 

人間と文化／哲学 

第 2・第 4火曜日  

13:00～17:00 

和田
わ だ

 裕一
ゆういち

 

情報／認知心理学 

第 1・第 2・第 3火曜日 

13:00～17:00 

中嶋
なかじま

 みどり 

心理と教育／臨床心理学、 

発達心理学、精神分析 

第 1・第 3火曜日 

13:00～17:00 

加藤
か と う

 由美
ゆ み

 

生活と福祉／医療福祉学 

毎木曜日 13:00～17:00 

栗原
くりばら

 由紀子
ゆ き こ

 

社会と産業／民法・消費者法 

第 2・第 4木曜日  

12:00～16:00 

川内
かわうち

 淳史
あ つ し

  

人間と文化／歴史学 

第 1・第 3木曜日  

13:00～17:00 

 

片山
かたやま

 知史
さ と し

 

自然と環境 

／水産資源生態学 

第 1・第 3金曜日  

10:00～14:00 

 

 

尾崎
お ざ き

 彰
あき

宏
ひろ

 

人間と文化／美学・ 

西洋美術史、芸術理論 

第 2・第 4火曜日  

10：00～14:00 
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｢地域で『自分らしく』生きる｣とは 

～地域包括ケアシステムの切り口から考える  
加藤 由美 先生 

日時：第 2・4木曜日 

   14：00～15：30 

 

初回：11月 9日（木） 

定員：10名 

地域包括ケアシステムとは、「重度の要介護状態になっても、住み慣れた地域で自

分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、住まい・医療・介護・予

防・生活支援が一体的に提供される」仕組みであると定義されています。この定義に

ある「自分らしい暮らし」とは、どのような暮らしでしょうか。地域で「自分らしく」

生きるうえで何が大切だと思いますか。これらの問いに「正解」はありません。この

ゼミでは、地域包括ケアシステムや関連領域を学びながら、「地域で『自分らしく』

生きる（≒生き切る）」ことを各自が自分事として捉え、検討します。検討のたたき

台には、小堀鷗一郎著「死を生きた人びと 訪問診療医と 355 人の患者」を用います。 

【学生が用意するもの】 

小堀鷗一郎『死を生きた人びと 訪問診療医と 355人の患者』みすず書房、2018年

5月 1日発行、ISBN：978-4-622-08690-1 

精神分析の基礎概念を学ぶ 中嶋 みどり 先生 

初回：11月 21日(火) 

時間：14：00～15：30 

定員：20名 

【実施予定日】 

11月：21日 

12月：12日 

1月：9日、30日 

2月：20日 

3月：5日 

精神分析の理論、基礎用語・概念は、実際どのような事象・現象かについて、妥当

な解釈・仮説を立てられるようになるには、発達、情緒、愛着面の心理学的理解と多

様な教養も身に着けるなど、長年の努力を要する分野である。このゼミでは、自我の

構造論・局所論、自我機能と防衛機制、愛着の理論、その他といった基礎用語・概念

の理解を定着させることを第一として、基礎の大切さを重視し、難易度の高い範囲を

扱わないこととする。 

【学生が用意するもの等】 

 用意できれば、馬場 禮子『改訂 精神分析的人格理論の基礎―心理療法を始める前

に』岩崎学術出版社、2016年 

資料を配布しますので、必ずしも購入が必要とは限りません。 

西洋美術への招待 尾崎 彰宏 先生 

日時：第 2火曜日 

12：30～14：00 

初回：11月 14日（火） 

定員：15名 

このゼミでは、前期に続き、拙著『風俗画のスペクタクル』に基づきオランダ美術

を中心にして、作品が生みだされた時代背景――歴史、思想、社会などを学びながら、 

その時代に生きた人間について考える。 

宮城学習センターでは、学生同士の交流や直接教員から指導を受けられる貴重な学び場として、演習形式

の課外授業ゼミを開講しています。 

受講希望の方は、事務室窓口、電話、メールでお申込みください。定員になり次第締め切ります。 

お申込み時に以下①～④をお知らせください。 

 ①ご希望のゼミ名 ②お名前 ③学生番号 ④メールアドレス 

 ※④は休講や日程変更の連絡の際に使用しますので、普段ご利用のメールアドレスをお知らせください。 

 受付期間  １０月２０日（金）～１０月２８日（土） 

 

 

前学期から引き続き受講を希望 

される方もお申込みが必要です。 
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人文社会自主研究ゼミ 尾崎 彰宏 先生 

日時：第 4火曜日 

12：30～14：00 

初回：11月 28日（火） 

定員：15名 

2021年後期からはじめたゼミである。受講生が勉強していること、考えていること

を発表してもらい、それに基づいて参加者を交えて議論するものである。学習は、受

動的に学ぶだけでは、深まっていかない。自分で発見した問題を検討し、人に伝える

努力をしてはじめて、どういう点が自分ではわかっていないかが理解され、新たな課

題がみえてくる。このゼミは、発表希望者がいる場合に開講する。 

事例で考える民法・消費者法 ～特定商取引編 栗原 由紀子 先生 

日時：第 2・4木曜日 

   14：00～15：30 

初回：11月 9日（木） 

定員：20名 

 

こちらで用意した裁判例を素材に、法律上の問題意識を喚起し、これに関する民法

および消費者法の理論や制度について解説します。当該事例の判決要旨を読みながら、

問題解決の筋道を講義のなかで一緒に考えましょう。今期は、特に「特定商取引に関

する法律」の解説をしながら、訪問販売や通信販売、マルチ商法などの「特定商取引」

に関する裁判例を検討していきます。 

【学生が用意するもの等】 

 学習用六法（ポケット六法、デイリー六法、法学六法など）。民法や消費者の教科

書・入門書（教科書や入門書等の紹介は初回に行います）。 

宮沢賢治の童話を読む 佐藤 伸宏 先生 

日時：第 1・3木曜日 

   10：30～12：00 

初回：11月 16日(木) 

定員：20名 

 

このゼミでは、宮沢賢治の童話を取り上げて、読み進めていきます。それらの作品

は、子供のために書かれた童話（「イーハトヴ童話」）ですが、さまざまの読み方を

可能にする、豊かな奥行きを備えています。そのような賢治の童話作品について、細

部の表現に留意しながら本文を丁寧に読みこむことをとおして、また自由な意見交換

を行うなかで、その魅力や面白さを確かめてゆくことにします。今年度第 2 学期は、

下記の使用テキストに収録されている「オツベルと象」「セロ弾きのゴーシュ」「銀

河鉄道の夜」その他の童話を読むことにします。最初に取り上げるのは「オツベルと

象」となります。 

【学生が用意するもの等】 

 テキストは、宮沢賢治『新編 銀河鉄道の夜』（新潮文庫）を使用します。各自で

入手して下さい。 

物事の二通りの捉え方 戸島 貴代志 先生 

日時：第 2・4火曜日 

   13：00～14：30 

初回：11月 14日（火) 

定員：20名 

ものごとを把握するときの基本的な仕方について、フランスの哲学者であるアンリ・

ベルクソンのテクストに沿って考えてゆきます。ベルクソンは、物事の把握には二通

りあるとし、それぞれを、①物事を外側から捉える仕方、および②物事を内側から捉

える仕方、として説明しています。ゼミでは、様々な事例を使いながら、この二通り

の把握の仕方について一歩一歩皆さんとともに考えてゆきます。難しい哲学の概念は

ほとんど使いません。どなたでも参加できるゼミです。 

※ものごとを大本から考えたい方、あるいはものごとの大本を考えたい方のための 

ゼミです。 

【学生が用意するもの等】 

テクストは授業時に配布します。参考テクストは授業時に指示します。 



6 

 

 

  

災害の記録を読む ～明治 22年水害と仙台・宮城～ 川内 淳史 先生 

日時：第 1・3木曜日 

   15：00～16：30 

 

初回：11月 2日（木） 

定員：20名 

 このゼミでは、身近な地域の歴史資料を読み解きながら、当時の社会について学ん

でいきたいと考えています。 

 第１学期に引き続いて、明治 22年（1889）9月に宮城県下を襲った水害の記録を読

んでいきます。当時書かれた記録の写真版（コピー）を受講者と一緒に読み解き、当

時の被害の様相や、災害に遭遇した人々について学んでいきたいと思います。 

 ゼミで読むテキストについては、こちらで用意いたします。比較的読みやすいテキ

ストを用いますので、古文書解読の経験の無い方も歓迎です。また、前学期の続きを

読んでいきますが、初回授業ではこれまでのおさらいをしますので、今学期初めて参

加される方も大歓迎です。 

【学生が用意するもの等】 

 授業に使用するテキストは、こちらで用意します。参考文献としては以下のテキス

トがあります。（当日用意する必要はありません） 

天野真志『記憶が歴史になるとき―遠藤家文書と歴史資料保全』蕃山房、2016年 

気になる海の環境問題 片山 知史 先生 

日時：第 3金曜日 

   10：30～12：00 

初回：11月 17日（金） 

定員：25名 

見えにくい海の中ですが、特に近年注目すべき環境問題が生じています。海洋温暖

化・酸性化、マイクロプラスチック、放射性物質、生物多様性など、その原因や実態

を、わかりやすく説明します。何が問題なのか。海洋環境問題について、ともに考え

てみましょう。 

「地球と宇宙のサイエンス」 小原 隆博 先生 

日時：第 2・4水曜日 

   15：00～16：30 

初回：11月 8日（水） 

定員：15名 

私たちが暮らしている地球と、地球を取り巻く宇宙で起こっている不思議な現象や

様々な謎に、科学の目で迫ります。題して、「地球と宇宙のサイエンス」。 

受講生は、気象や地球、天文や宇宙から、自分が不思議と思うテーマについて、自

ら調べて、その結果を発表し、ゼミ参加者全員で議論し、共通の理解へと繋げていき

ます。 

積極的な学習方法（アクティブラーニング）を身に付ける事も、この課外学習ゼミ

の目標です。 

【学生が用意するもの等】 

 ゼミ生が興味あるテーマについて調べるとき、参考になる資料など、こちらからも

提供します。 

ゼミ生のテーマ選びの参考文献として、例えば、以下の図録やテキストがあります。 

★『地学図録（視覚でとらえるフォトサイエンス）』数研出版、初版2016年、毎年改定 

★『よくわかる宇宙と地球のすがた』(理科年表シリーズ) 丸善出版、初版 2010年 

・課外授業ゼミは単位にはなりませんのでご注意ください。 

･授業形態は講義室での対面形式です。 

・受講当日は、宮城学習センター２階出入口に掲示している「本日の部屋割り」で教室をご確認いただき、そのまま教室 

へ入室してください。 

課外授業ゼミを受講される皆様へ 
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Web単位認定試験体験版で操作に慣れてください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Web受験方式の単位認定試験につきまして、体験版を公開しております。 

試験期間中、Web 受験方式の受験方法に関するご質問には、学習センターは一切お答えで

きません。 

試験期間までに Web単位認定試験システムにアクセスし、「操作ガイドで操作方法の確認」

と「体験版の受験」を済ませてください。 

インターネットを通じて自宅等から受験できます 

Web受験方式の科目はインターネットに接続したパソコンから試験期間中、いつでも自宅

等から受験できます。 

（タブレットやスマートフォンも基本的に利用可能ですが、必ず事前に体験版で動作確認

をお願いします） 

なお、Web 受験方式の科目は 1科目 50分の制限時間があります。 

いつでも自宅等から受験できますが、受験を開始したら制限時間内に 

解答を終える必要があり、中断はできません。 

また、各科目とも解答できるのは 1回のみです。 

2023年度第 2学期の単位認定試験は一部科目（※）を除き Web 受験方式で実施します。 
※「正多面体と素数（'21）」、「日本美術史の近代とその外部（'18）」、「量子化学（'19）」の
み郵送受験方式（自宅等で答案を作成し、郵便で提出する方法）で実施します。 

 
試験期間 

 W e b受験方式：2024 年 1 月 16日（火）9:00 ～ 1 月 24 日（水）17:00 

 郵送受験方式：2024 年 1 月 16日（火）～ 1 月 24 日（水）《必着》 

システム WAKABAにログインしたあと Web 単位認定試験にアクセスすると 

操作ガイド（必読）や体験版を確認できます。 

※Web受験方式の試験を受験するにはシステム WAKABAへのログインが必要です。 

 試験期間までにシステム WAKABA へログインできるか確認してください。 

 ログインできない場合は試験期間までに宮城学習センターへご連絡ください。 
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ご自宅等で受験 学習センターに来所して受験 

受験前に必要な申請 申請不要 学習センター受験申請書を郵送 

受験できる日時 試験期間中であればいつでも 授業科目案内に記載の日時のみ 

受験当日の 

学習センターへの来所 
不要 

※インターネットが利用できる 

 場所であればどこでも受験可 

必要 

※試験開始時刻の 15分前から 

 試験室へ入室可 

パソコン 

の操作 

試験問題の 

閲覧 

択一式・記述式・併用式いずれ

でもパソコンの操作が必要 

択一式・記述式・併用式いずれ

でもパソコンの操作が必要 

答案の作成 択一式・記述式・併用式いずれ

でもパソコンの操作が必要 

択一式および併用式の択一問題

のみパソコンの操作が必要 

※記述問題は解答用紙に手書き 

 で答案を作成 

ご自宅等にインターネット環境がない場合 

下記の期間内に申請を行うことで、宮城学習センターにて受験することができます。 

 

 申請期間 2023年 10 月 1日（日）～ 2023年 11月 24日（金）《必着》 

 申請方法 印刷教材や番組ガイド等に同封の学習センター受験申請書を 

申請期間内に下記担当係へ郵送 

       放送大学 学務部学生課 単位認定試験係 

 

 

 

なお、宮城学習センターにて受験する場合は、授業科目案内に記載の単位認定試験時間割

の日時で受験する必要があります。 

また、試験問題の閲覧および択一問題の答案作成はパソコンの操作が必要です。 

試験当日はパソコンの操作方法を含め、受験方法に関するご質問には学習センターは一切

お答えできません。 

試験会場では試験期間までに体験版の操作に習熟していることを前提として受験していた

だきます。 

Web 受験方式の受験方法に不安がある方は、試験期間までに宮城学習センターの開所日に

パソコン室にて体験版を使って操作に慣れておくか、下記日程で開催いたします操作体験会

に参加してください。 

 宮城学習センター Web 単位認定試験操作体験会 

 下記日程で午前（10:00～11:30）と午後（14:00～15:30）に開催します。 

  2023 年 12月 7日（木）、14 日（木）、21 日（木） 

  2024 年 1 月 11 日（木） 

 ※事前予約制です。参加をご希望の方は宮城学習センターへご連絡ください。 

申請期間を過ぎてから学習センターでの受験を希望するお問い合わせを多数いただ

いております。学習センターでの受験を希望する方は、上記申請期間内に学習センタ

ー受験申請書を郵送するようご協力をお願いいたします。 
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入学許可書または、有効期限切れの学生証をお持ちください。 

①入学許可書のコピーまたは、有効期限切れの学生証 

②身分証明書（顔写真付きのもの）のコピー 

③返信用封筒（宛先を明記の上、84円切手を貼付） 

任意様式に氏名、学生番号、電話番号を記入の上、下記 3点 

を同封して宮城学習センター宛に郵送してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023年 8月 26日（土）、東北大学総長特命教授、宮城学習センター客員教授の尾崎彰宏氏を講師にお迎え

し、東北大学片平さくらホールにおいて、公開講演会『オランダ美術にあらわれた女性たち－レンブラント、

フェルメールを中心に－』を開催いたしました。 

 多くの女性が描かれた 17 世紀のオランダ絵画。レンブラントやフェルメールが描いた女性像はどのよう

なものだったのか、とても興味深いお話をしていただきました。 

 参加された皆様も熱心にご聴講いただき、たくさんの質問が寄せられました。 

尾崎先生、ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。 

公開講演会を開催しました 

窓口 

郵送 

学生証は所属学習センターの窓口での受け取り、または郵送での受け取りができます。 

学生証の交付・更新 参照：学生生活の栞 学部 P18、院 P24 

有効期限は切れていませんか？ 

参照：学生生活の栞 学部 P122、院 P115 

窓口 

郵送 

旅客運賃の割引制度は、修学上の経済的負担を軽減し、学校教育の振興に寄与するために設けられている

制度です。宮城学習センター事務室で発行いたします。 

【 対 象 学 生 】全科履修生、修士全科生、博士全科生 

【学割証の種類】①(ＪＲ)通学用割引普通回数乗車券 

        ②(ＪＲ)学生割引普通乗車券(片道区間が 100㎞を超える場合) 

学生旅客運賃割引証（学割証） 

【 申 請 方 法 】 

学割証等発行願に記入し、提出してください。 

学割証等発行願と返信用封筒(宛先を明記、84円切手貼付)を郵送してください 

※卒業研究や研究指導のために申請する場合はメールの写し等の確認ができる書類が必要です。 

－利用が認められる範囲－ 
〇面接授業を受講する場合  〇放送教材等の再視聴及び図書室を利用する場合（所属学習センターに限る） 

〇大学が主催する学校行事への参加  〇オリエンテーション及び学習相談への出席（確認ができる書類が必要） 

〇卒業研究や研究指導のため指導教員の指示により移動する場合（確認ができる書類が必要） 

※個人的用務など上記以外の目的の場合は、利用が認められませんのでご注意ください。 

 
宮城学習センターでは、

地下鉄やバスの学割は 

ありません。 
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面接授業や自己学習のために Wi-Fiを利用される場合は事前に申請をお願いいたします。 

 

①システム WAKABA「自己学習サイト」の「情報セキュリティ研修（学生用）」を受講し、小テスト 

に合格する。合格すると「修了証」が発行されます。 

②事務室窓口にて、「修了証」を提示のうえ、「無線 LAN利用申請書」を記入する。 

 

・ウイルス対策ソフトが導入されていない、あるいはウイルス対策ソフトの有効期限が切れた機器は、

Wi-Fi 申請ができません。（スマートフォンについては必須としない） 

・サポート期限が切れた OS の機器は Wi-Fi申請ができません。 

２０２４年度第１学期以降のパソコンを使う面接授業について 

学習センターのWi-Fiを利用するには申請が必要です 

2023年 8月 10日付でシステム WAKABAの「学内連絡」に掲載いたしました「2024年度第 1学期以降のパ

ソコンを使う面接授業について重要な変更のお知らせ」のとおり、2024 年度第 1 学期以降、パソコンを使

用する面接授業に関しては、原則として学生ご自身のパソコンを持参して受講いただくようになります。 

2024年度第 1学期の科目登録の際は、シラバスをよくご覧になってから申請をしてください。 

なお、より詳しい情報は今後大学本部よりお知らせいたしますので、ご確認をお願いいたします。 

※パソコンを使用しない面接授業は、これまでと同様の受講方法です。 

 パソコンを使用する面接授業でも、学習センターの機器を使用して実施する場合もございます。 

 

この保険は、学生（＝加入者）が教育研究活動中に被る事故に対する補償を目的としており、すべての種

類の学生が加入することができます。（略称：学研災） 

随時、学習センターで受付けておりますので、事務室窓口までお越しください。 

保険料は 6年間で 100円です。（学籍が切れた場合は資格失効します） 

面接授業の科目によっては加入が必要な科目もありますので、シラバスをご確認のうえ加入してくださ

い。保険適用は加入日翌日の午前 0時からとなりますので、面接授業の前日までに加入手続きを済ませてく

ださい。 

学生教育研究災害傷害保険 参照：学生生活の栞 学部 P124、院 P116 

②宮城県外居住の学生は、このシールが必要です。 

 宮城学習センター窓口で貼っています。 

（注）仙台市博物館及び宮城県美術館は、改修工事によ 

り休館中のため、キャンパスメンバーズ制度も休 

止中です。 

仙台市青葉区片平〇-〇－〇 

宮城ＳＣ 

 

【学生証裏面 ①②を忘れずに！】 

 ①必ずご自身の住所を記入 

 

キャンパスメンバーズ 

宮城学習センターは、東北歴史博物館のキャンパス

メンバーズ会員です。宮城学習センターの所属の学生

は、学生証を受付時に提示することにより、常設展は

無料で、特別展は通常の観覧料金の半額で観覧できま

す。 

※特別聴講学生は対象外です。 

申請方法 

ご注意ください 
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面接授業は、学習センターなどで他の学生と一緒に直接講師から授業や指導を受ける教養学部の科目で

す。空席のある科目について、開講する学習センターで追加登録を受付けます。宮城学習センター開講科目

の手続き方法は以下のとおりです。 

なお、手続き方法等は学習センター毎に異なりますので、開講する学習センターへご確認ください。 

抽選 10月 19日 
 

10:00に職員が抽選を行います。抽選結果は 10月 19日にメールで通知します。 

電話での通知を希望される場合は、申請時にお申し出ください。 

学習センターに授業料を納付（受講する面接授業初日の 1週間前まで） 
 

宮城学習センター窓口へ直接納付してください。 

郵送で納付される場合は、以下①②を現金書留でお送りください。 

①授業料、②返信用封筒(宛先を明記、84円切手を貼付) 

抽選後、なお空席がある科目は先着順で受付 
 

学生証と授業料を窓口へ持参してください。（お釣りのないようにお願いいたします） 

郵送で申請する場合は、以下①②③を現金書留でお送りください。 

①面接授業科目追加登録申請書（学生証コピー貼付） 

②授業料（1 科目：5,500円） 

③返信用封筒（宛先を明記、84円切手を貼付） 

10月 18日までに宮城学習センターへ面接授業科目追加登録申請書をご提出ください。 

郵送で提出される場合は、申請書に学生証コピーを貼付してください。  
※申請書は放送大学ウェブサイトからもダウンロードできます。 

事前申請 10月 14日 ～ 10月１8日 
 

10月 19日 15:00からシステム WAKABA で確認できます。 

システム WAKABA⇒教務情報⇒科目登録申請⇒空席照会→希望の科目を検索 

抽選後の空席を 

確認する方法 

 

面接授業用の印刷教材はありません。科目によっては教科書を指

示している場合がありますので、シラバスをご確認いただき、各自

でご用意をお願いいたします。教科書は受講する上で必要ですの

で、必ず用意してください。 

※参考書は受講する前に読んでおいた方が良いものや授業を理解する
上で参考となるものです。参考書の購入は必須ではありません。 

面接授業の教科書について 

・『初級中国語』           

・『認知症の理解と支援』  

・『昭和前期の日本近代文学』 

  

共修生を募集します 

2023年度第 2 学期面接授業において

共修生を募集いたします。 

対象科目や申込方法等については、

宮城学習センターウェブサイトに掲載

いたしますので、ご確認ください。 

－共修生とは？－ 

学籍の有無にかかわらず、面接授業を聴

講できる制度です。受講料は 5,500 円で、

正規に履修する学生と一緒に受講します。

学生が共修生として受講する場合は単位を

修得できませんのでご注意ください。 

空席状況を確認 10月 14日 12：00発表 
 

学習センターの掲示板、学生用ウェブサイト「システム WAKABA」でご確認ください。 

システム WAKABA⇒トップ画面右側の学内リンク面接授業（第 2学期）のページ⇒お知らせ 

の「空席状況のお知らせ」に掲載。 

 

教科書の指示がある 

2023年第２学期 

宮城学習センター面接授業 
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曜 日 時 間 

火～日 ９：３０～１７：３０ 

宮城学習センターで学習する際の利用方法についてご案内いたします。 
※新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが「5類感染症」に変更されたことに伴い、「令和 5（2023）年度宮城 

学習センター利用の手引」に掲載しておりました利用方法から下記のように変更いたしましたので、ご注意ください。 

視聴学習室について                       

インターネット視聴専用のタブレットがあり、開講中の全科目の放送を視聴することができます。タブ

レットの利用時には、システム WAKABAにログインする際に使用する IDとパスワードが必要になります。

また、ご自身でイヤホンのご用意をお願いいたします。 

全部屋とも自由席です。 

宮城学習センター所蔵の図書や資料は館内利用のみです。 

室内での電話利用はお控えいただき、マナーモードまたは電源をお切りください。 

図書や機器類は大切に取扱い、他の学生に迷惑がかからないように、ご協力をお願い 

いたします。 

図書室、自習室、視聴学習室にはバック・リュック類の持ち込みはできませんので、 

必要な教材および貴重品以外はロッカーを利用してください。 

館内で利用できる透明バックの貸出をしていますので、事務室までお越しください。 

ロッカーはコインリターン式のため、利用料の 100円は戻ります。 

パソコン室、図書室、自習室、視聴学習室を利用する際は、学生証を事務室受付に 

提出してください。 

利用が終わりましたら、事務室窓口で学生証の受け取りをお願いいたします。 

事務室窓口で学生証を提出し受け付け 

荷物をロッカーへ 

パソコン室・図書室・自習室・視聴学習室を利用 

事務室窓口で学生証を受け取り 

図書室について                        

一般図書・参考図書・研究報告資料・面接授業参考図書等があります。センター外への貸出しは 2021年

度末で終了いたしましたが、図書室内に閲覧席がありますので、ご利用ください。 

放送大学附属図書館の貸出は継続しています。 

パソコン室について                        

パソコンを利用する際は、システム WAKABA にログインする際に使用する ID とパスワードが必要にな

ります。プリンターを設置していますが、印刷は学生一人あたり 1日 10枚までです。 

機器の故障の原因になりますのでパソコン室内では飲食は禁止といたします。学生控室をご利用くだ

さい。 

 

【 開所日・利用時間 】  
※閉所日については、 

19頁でご確認ください。  
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放送大学ウェブサイトを開いて、 

上部の「在学生（WAKABA）」をクリック 

キャンパスメールは、学生全員にメールアドレスが割り振られています。大学や学習センターより修学

関連の連絡をいたしますので、定期的にキャンパスメールを確認してください。 

システム WAKABAは、学生がインターネットを介して利用できる本学の教務情報システムです。学籍情報

や履修した科目の成績の確認、放送授業の視聴、通信指導の提出、単位認定試験の受験などさまざまな機能

があります。大学からのお知らせも確認できます。 

 システムWAKABA（教務情報システム） 

 又はキャンパスメールを選択 

ログイン IDとパスワードを 

入力し、 ログイン をクリック 

ログインＩＤ、初期パスワードは

入学許可書に記載されています。

不正利用防止のため、初期パスワ

ードは必ず変更してください。 

ログインＩＤ、パスワードが不明

な方は、宮城学習センターまでお

問合せください。 

１ ２ 

３ 

 

下記メールアドレスが学生全員に割り振られます。 

【 学生番号（ハイフン除く半角 10桁 ）@campus.ouj.ac.jp 】 

キャンパスメールに届いたメー

ルを、普段ご利用の携帯メール

アドレスなどへ自動転送する設

定方法については、システム

WAKABA「キャンパスライフ→附

属施設・情報システム」にてご

案内しております。 
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住所や連絡先に変更があ

った際は、必ずシステム

WAKABA で変更手続きをし

てください。 

【キャンパスライフ】 
・学内連絡 

・各種届出・各種様式 

等 

【授業サポート】 
・授業連絡 

・質問箱 ←授業に対する質問がで 

きます。 

・資料室 等 

【教務情報】 
・学生カルテ    ←学籍情報や教材の発送状況が確認できます。 

・変更・異動手続 ←住所等変更や休学の手続きができます。 

・履修成績照会  ←成績が確認できます。 

・科目登録申請 

・継続入学申請 等 

【 学内リンク 】 
・Web通信指導 

・Web単位認定試験 

・オンライン授業 

・放送授業インターネット配信 

・過去の単位認定試験問題・ 

解答等 

・面接授業のページ 

・放送大学附属図書館 等 

宮城学習センターの最新情報を掲載しています。近日開催のイベント情報や、宮城学習セン

ターを利用するときの注意事項を確認することができます。 

宮城学習センターについて知りたいことがある方は、ウェブサイトをご活用ください。 

放送大学宮城学習センター 検索 

宮城学習センターの風

景写真です。 

不定期に更新します。 

最も重要なお知らせ

を風景写真の下に掲

載しています。 

客員教員による学習相

談の申込方法をスケジ

ュール・授業案内の学習

相談一覧に掲載してい

ます。 

宮城学習センターのご

紹介動画や、開設 30

周年記念ページを掲載

しています。 

放送大学ウェブサイトや

システムWAKABAに 

アクセスできます。 

宮城学習センター周辺

の地図をアクセスに掲

載しています。 

 
こちらも 

チェック！ 
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学習センターで放送大学附属図書館所蔵図書の貸出しを行っております。センターでの受取・返却

は無料です。（ご自宅への郵送の場合は、送料がかかります） 

蔵書検索システムＯＰＡＣ(オパック)は、図書の検索が簡単にできます。今回は主任講師選定図書

の検索方法をご紹介いたします。 

③ 『科目名』をクリックすると、主任講師が選定し

た図書の一覧が表示されます。 

④ 所蔵館が〈本部〉となっている図書は貸出が

できます。 

貸出を希望する図書名をクリックし次画面より 

貸出手続きが行えます。 

① システムＷＡＫＡＢＡから『放送大学附属図書

館』をクリックし図書館のトップ画面へ進み、 

② 『主任講師が選ぶ参考文献』をクリック 

貸出方法の詳細は、『リブナビ』をクリックし、 

《リブナビ -図書館使いこなしガイド-》をご覧ください。 

印刷教材と一緒に 

知見を深めるのに 

お役立てください。 

学習センターの図書室に 2023年度第 2学期面接授業の参考書図書を配架

しています。事前学習やレポート作成等にお役立てください。 

図書室内に閲覧席もございますので自由にご利用ください。 

宮城学習センター図書室からのお知らせ 
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宮城学習センターのパソコン室を利用して、Word Excel パワーポイントなど、基本を 

中心に学んでいます。一人での習得には限界があると思います。パソコンを覚えるのは、 

人に訊くのが一番だと思います。パソコンサークルには気軽に訊ける空気があります。 

毎年 11月には、サークルで学んだことを作品（自由参加）にして、宮城学習センター 

の控室に展示しています。ぜひ、観に来ていただいて、サークルに参加してみませんか？ 

パソコンが、ちょっと苦手な方、とっても得意な方、どなたでも大歓迎です！ 

 《活動日》週 1回（火または水曜日）13：00～15：00  《年会費》1,000円 

 《申込み・問合せ》事務局担当 瀧田まで  

※サークル開催日のお試し参加、歓迎します。 

※ブログ「PCサークル仲間の楽しい集い」も検索してみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城学習センターには、研究会、勉強会、スポーツ活動等を目的としたサークルがあります。 

一緒に学ぶ仲間を見つけませんか？ 

 

食の安全とは？ 

昨年度（令和 5年 3 月末）までの玉川勝美先生『食と環境の科学』ゼミの延長となる同 

名のサークル活動が、本年度発足しました。 

先生は農学部ご出身で民間を経て宮城県沖地震以降、仙台市に奉職され、在職中に医学

博士となられ、仙台市の環境問題に貢献された異色のご経歴をお持ちです。 

食の安全と危険の限界、生活を包み込む生活環境を始め、関連する諸問題と話題は広く、本年 1月、世間が騒

ぎ出す前に Chat GPTの試用に戻づく紹介・解説など、up to date の身近な話題に驚かされます。また食の化学

組成、味の原因など、息を呑む講義に魅了されます。皆様の知識増強に必ずや役立ちます。是非ご参加下さい。 

《活動日》毎月 1回 第 3金曜日 13：00～14：30  《年会費》6,000円（資料込）    

《申込み》阿部久美子（代表）  

新しく結成された 

サークルです！ 

心理学研究会は、月 1 回、公認心理師と臨床心理士資格をお持ちの先生をお招きし、 

学習センターでの対面と、Web（Zoom）をつかって自宅からのリモートで参加ができる活動 

を行っています。 活動内容は講義とワーク（アサーション、リフレーミングなど）を行っ 

ています。 

会員は、公認心理師、臨床心理士、認定心理士、産業カウンセラー、心理系大学大学院受験を目標に経験を積

みたい、仕事や日常生活に役立てたい等目的は様々です。また、学生同士の交流の場として、Web での BANDアプ

リをつかっています。ぜひメールやお電話で、お気軽にご連絡ください。 

《年会費》2,000 円 

《開催日》月 1 回 第 3又は第 4日曜日 14：00～16：00（メールで連絡いたします） 

《会 場》宮城学習センターまたは、ネット環境があり Zoomが行えるところならどこでも（パソコンまたは携帯） 

《問合せ》鈴木千登世   

（渡辺記） 
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天文や宇宙科学の最新の成果を学び、私たちと宇宙の関わりをより深く理解するための 

ゼミ活動をしています。顧問は関 宗蔵先生で初心者でも楽しくわかる解説をしてくださ 

います。 

今年度のテキストは、『宇宙はなぜ美しいのか 究極の「宇宙法則」を目指して』村山斉

著 (幻冬舎新書、税込価格：1,320円)。 

《活動日》「例会ゼミ」：月 2 回（第 1・第 3金曜日）  時間：14:00～15:30頃まで 

《会 場》宮城学習センター 講義室 4  《年会費》1,500 円 (テキストは別途購入) 

《問合せ先》増子陽子  

☆見学・参加申込み：ゼミ会場にいつでも気軽にお越しください。（学期途中参加も歓迎） 

私たちは、生きた英会話ができることを目標に、会話を中心とした活動をしておりま 

す。教師は、カナダ出身の男性で、明るく気さくで楽しい方です。 

初心者から上級者まで、いろいろな会員がおりますが、初心者でも入りやすい雰囲気 

です。すばらしい指導者のもと、私たちと一緒にネイティブ英会話を学びませんか？  

現在は、密をさけるため、オンライン参加（LINE 参加）も取り入れ、対面との二本立てでサークル活動を続け

ております。 興味のある方、お気軽にご連絡ください。  

《会 費》前期 4,000 円（4 月～9月） ・ 後期 4,000 円（10月～3 月） 

《開催日》第 3 土曜日 13：30～14：30  《問合せ》泉田元子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学ぶ仲間」がいると思うと学生生活はもっと充実すると思います。『まなびねっと大 

崎』は学生同士の交流を目的としたサークルです。会員数は 20人、そのうち大崎圏内の 

学生は約半数です。春と秋の交流会は、県内の史跡や施設を見学するとともに会員が直接 

会って話す機会となっています。みんなで卒業生を祝い、学習方法やおすすめ科目、疑問

や体験談を話し聞くことで、自分の学びをブラッシュアップしています。また『まなびねっとつうしん』を発行

し会員のコミュニケーションを図っています。興味のある方はご連絡ください。 

《年会費》1,000円 

《申込み・問合せ》佐藤摩利子  

令和と新元号を記載する度に新元号の出典となりました『萬葉集』を思います。 

『短歌会』の会員の方々も短歌を詠む度に同じように思いつつ作歌をする事でしょう。 

『短歌会』は下記の通りに御入会、御案内申し上げます。 

令和五年八月の『短歌会』はコロナ禍を乗り切り対面で行う事が出来ました。 

《歌 会》5 月、8 月、10月、12月、2月  《年会費》1,000円 

《会 場》宮城学習センター内教室をお借りします。 

《申込み》菅原千代  
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当クラブ（学生団体）は放送大学学生内外でのアマチュア無線の普及振興及び会員間 

の相互交流の促進を目指して活動をしています。 

また、当クラブの社団局「JL1ZQW」の管理も行っております。入会要件は設けており 

ませんので、関心のある方の入会を歓迎します。 

《年会費》当面の間いただきません。 

（活動毎にお納めいただく場合もあります。飲食費等を想定しております。） 

《活動予定日時》随時ご案内（不定期開催、メールにてお知らせします。） 

《問合せ》当会 Eメールまでご一報ください。（会長・高橋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

この会は、登山を通じて、学生間の相互の親睦を図り、自然に親しみつつ、地域文化に 

も触れることを目的に掲げております。下山後は、温泉で汗を流し、学習のことなどに 

ついても情報交換します。一番心掛けていることは「安全な登山」ということです。 

絶対に無理はしません。又、登る山も、初級・中級・上級に分けて計画していますので、

自分の興味・体力に合わせて選ぶことができます。心地良い汗と山頂に立った時の満足感、温泉入浴は最高です。

皆さんの入会をお待ちしています。（年に数回の飲み会があります） 

《活動計画》学習センター掲示板に掲示   《会 費》なし 活動費は実費  

 

 
県内には宮城学習センターのほか 5 つの視聴学習室があり、これらは地元市町村のご協力によって運営されて

います。ＤＶＤやＣＤによる放送教材の視聴ができ、貸出しも可能ですので、ご自宅に持ち帰ることもできます。 

なお、センター外視聴学習室の放送教材は、すべての科目について設置している訳ではありませんので、設置

希望の科目がございましたら宮城学習センターへリクエストしてください。リクエストは履修する科目に限りま

す（履修を検討している科目も可）。 

 

登米視聴学習室 
（中田生涯学習センター内） 

気仙沼視聴学習室 
（気仙沼市図書館内） 

角田視聴学習室 
（角田市図書館内） 

大河原視聴学習室 
（駅前ビル『オーガ』2階） 

石巻視聴学習室（※） 
（石巻市図書館内） 

※視聴専用パソコンではなく、図書館利用者のインターネッ
ト検索用パソコンと兼用のため、インターネット検索で先に

利用者がいる場合は使い終わるまで利用できません。 

開館時間、休館日は各施設のウェブ
サイト等でご確認ください。 
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は宮城学習センター閉所日（月曜日・祝日） 

提出期間 

2023年11月 15日～11月 29日必着 
  

2023年11月 8日10:00～11月 29日17:00 
システム WAKABA⇒学内リンク 

⇒Web通信指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月 

日 月 火 水 木 金 土 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ 

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ 

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ 

２９ ３０ ３１    

１１月 

日 月 火 水 木 金 土 

   １ ２ ３ ４ 

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ 

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ 

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ 

２６ ２７ ２８ ２９ ３０   

１２月 

日 月 火 水 木 金 土 

     １ ２ 

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ 

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ 

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ 

３１       

１０月 

 ７日   公開講演会 

８日   入学者の集い ※入学生以外センターへの入所禁止 

１４日   面接授業追加登録 空席発表(12時～) 

      ※18日まで事前申請受付 

１９日   面接授業追加登録 抽選 

１１月 

８日～  Web通信指導提出期間 ～11 月 29日 17時 

１５日～  郵送による通信指導提出期間 ～11月 29日(必着) 

２６日～  2024年度第 1学期出願受付開始 

      〔教養学部・大学院（修士選科生・修士科目生）〕 

 

１２月 

【年末年始休業日】 

１２月２８日～１月４日 

参照：学生生活の栞 学部 P62、院 P64 

郵送 

Web  

通信指導が未提出、または、不合格の方は、単位認 

定試験を受験できません。 

問題が 11月 6日までに届かない場合は、学生サポート

センター（TEL：043-276-5111）にご連絡ください。 

宮城学習センター開所時間 

9：30～17：30 

 

通信指導を提出しましょう 
オンライン授業の 

課題締切日を確認しましょう 

オンライン授業は科目によって課題の提出

期限が異なります。学期開始時に必ずオン

ライン授業システムにアクセスし、課題の

提出日をご確認ください。 

 
 

一部の科目は Web通信指導、単位認定試

験を実施します。通信指導は Webのみの

受付となり、郵送はありませんのでご注

意ください。 

単位認定試験を実施する 
オンライン授業について 


